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1.預金・貸出金、個人預り資産 預金・貸出金、個人預り資産 

預金・貸出金および個人預り資産の状況は次のとおりです。 

預金・貸出金 

個人預り資産 

預金残高 

貸出金残高 

2,159

H17.9 H18.9 H19.9

（億円） 

投資信託 公共債 年金保険 

2,071 2,123

100

200

1,500

2,000

3002,500

H17.9 H18.9 H19.9

（億円） 

103

12
42

141

14
58

180

16

117

個人預金の推移 投信・公共債・年金保険の推移 

（百万円） 

平成17年9月期 区　　分 平成18年9月期 平成19年9月期 

301,795 

207,188 
69,675 
17,807 
7,124 

215,682 

132,617 
54,621

309,998 

212,322 
70,104 
20,355 
7,214 

230,939 

137,763 
59,455

311,703 

215,954 
68,839 
22,473 
4,435 

228,876 

133,268 
62,345

預金残高 

　個人預金 
　法人預金 
　公金預金 
　金融機関預金 

貸出金残高 

　中小企業向け貸出 
　個人向け貸出 

個人預り資産 

　　個人預金 
　　投資信託 
　　公 共 債 
　　年金保険 

（百万円） 

平成17年9月期 区　　分 平成18年9月期 平成19年9月期 

223,052 

207,188 
4,242 
1,286 
10,335

233,814 

212,322 
5,812 
1,480 
14,198

247,479 

215,954 
11,767 
1,688 
18,069

2,000

3,000

H17.9 H18.9

（億円） 

3,017

2,156

3,099

2,309

H19.9

3,117

2,288



有価証券の運用残高および評価差額等は次のとおりです。 

※金額が過少なため、上記「運用残高」、「評価差額等」には、「売買目的の商品有価証券」
は含んでおりません。 
※「子会社・関連会社株式」で時価のあるものはありません。 
※差額および評価差額は、各決算日の時価に基づき算出しております。ただし、内訳中の「株
式」および「その他」に含まれる投資信託等の評価差額は、中間期末1ヵ月の市場価格の
平均時価に基づき算出しております。 

（億円） 

（百万円） 

平成17年9月期 区　　分 

内　訳 

満期保有目的の債券等 

その他有価証券 

平成18年9月期 

▲2 

▲4 

▲5 

0 

0

▲4 

▲5 

▲9 

2 

0

平成19年9月期 

▲5 

▲7 

▲8 

0 

0

差　　額 

評価差額 

債　　券 

株　　式 

そ の 他 

平成19年9月期は、経常収益が増加基調にありますが、当地の経済情
勢が依然として厳しい状況にある中、地域に根ざした銀行として地域
経済を支え育てていくという重要な使命を実現していく上で、より厳
格化した自己査定の実施が必要であるとの判断のもと、保守的に貸倒
引当金を積み増ししたことなどから、経常損失、中間純損失の計上と
なりました。 

（億円） 

平成17年9月期 区　　分 平成18年9月期 平成19年9月期 

内　訳 

運　用　残　高 

債　券 

株　式 

その他 

766 

496 

24 

245

749 

548 

31 

168

767 

619 

35 

112

3.経営成績 経営成績 

2.有価証券 有価証券 

運用残高 

評価差額等 

平成17年9月期 区　　分 平成18年9月期 平成19年9月期 

3,827 

3,125 

966 

701 

413

3,664 

3,496 

889 

168 

111

4,128 

6,173 

611 

▲2,044 

▲2,336

経 常 収 益  

経 常 費 用  

業 務 純 益  

経常利益（▲は経常損失） 

中間純利益（▲は中間純損失） 



自己資本比率は、銀行が保有する貸出金や有価証券等の資産に対し、
資本金や引当金等の内部資金をどの程度保有しているかを見る指標
であり、銀行の健全性を示す重要な指標です。 

 

 

8.00％ 

 

4.00％ 

 

 

国際基準 

国内基準 

H17.9 H18.9 H19.9

自己資本比率 

基本的項目 
（Tier1）比率 

9.38％ 

8.31％ 

◆当行のように海外に営業拠点を有しない銀行は国内基準の対象となり、

自己資本比率が4％以上あることが求められています。 

◆平成19年9月期の自己資本比率は8.29％であり、国内基準の4％はもちろ

んですが､国際基準（海外店舗を持つ銀行の基準）の8％もクリアしています。 

◆基本的項目（Tier１）比率とは、自己資本の根幹を成す「基本的項目」（資

本金や剰余金など）によって算出される比率のことです。 

◆平成19年9月期のTier１比率は6.93％であり、この比率でみても国内

基準を余裕をもってクリアしています。 

自己資本比率について 

基本的項目（Tier1）比率について 

9.13％ 

8.08％ 

8.29％ 

6.93％ 

4.自己資本比率 自己資本比率 

※なお、平成19年3月期より従来の算出方法と異なり、新基準であるバー
ゼルⅡ（新しい自己資本比率規制）により算出しております。 



5.不良債権 不良債権 

金融再生法に基づく資産査定開示額（貸出金及び支払承諾等貸出金に
準ずる債権を対象）は次のとおりです。 

銀行法に基づくリスク管理債権額（貸出金のみを対象）は次のとおりです。 

（百万円） 

（百万円） 

1 破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 

2 危険債権 

3 要管理債権 

4 正常債権 

4 214,512

1 4,454

3 3,131

2 11,404
〔平成19年9月期〕 

平成17年9月期 区　　分 平成18年9月期 

3,460 3,726 4,454破産更生債権及び
これらに準ずる債権 

5,802 

3,919 

13,181 

207,880 

221,062 

5.96％ 

6,489 

3,464 

13,680 

221,873 

235,553 

5.80％ 

平成19年9月期 

11,404 

3,131 

18,989 

214,512 

233,501 

8.13％ 

危 険 債 権  

要 管 理 債 権  

　計　A 

正 常 債 権  

合　計　B 

不良債権の割合  A / B

平成17年9月期 区　　分 平成18年9月期 平成19年9月期 

2,415 

3,744 

13 

6,372 

12,545 

215,682 

5.81％ 

2,186 

7,904 

32 

3,432 

13,555 

230,939 

5.86％ 

2,686 

13,088 

30 

3,101 

18,906 

228,876 

8.26％ 

破 綻 先 債 権  

延 滞 債 権  

3ヵ月以上延滞債権 

貸出条件緩和債権 

計　C 

貸出金残高（末残）  D 

不良債権の割合  C / D



����
角盤町支店新築移転

　　　　　オープン

6.トピックス トピックス 

　当行角盤町支店は、平成19年12月10日（月）、新店舗（米

子市錦町3丁目）へ移転オープンいたします。 

　新店舗におきましても、今まで以上のお引き立て、ご愛顧

を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

角盤町支店新築移転

　　　　　オープン
角盤町支店新築移転

　　　　　オープン

■角盤町支店完成予想図 



　当行では、お客さま・株主の皆さま・従業員・地域社会か
らの期待に応える取組みとして、従来から多方面にわたる企
業活動を推進しております。 
　今回、その中から、以下の活動をご紹介させて頂きます。 

◇地域スポーツ振興への支援◇ 

◇地域企業の販路拡大等への支援◇ 

7.企業の社会的責任(ＣＳＲ)への取組み 企業の社会的責任(ＣＳＲ)への取組み 

　地域社会のスポーツ振興をお手伝いするため、昭和51年より「島
根銀行杯松江家庭婦人バレーボール大会」を、平成元年より「島
根銀行杯松江レディース卓球大会」を毎年開催しております。 
　今年度については、6月10日に「島根銀行杯松江家庭婦人
バレーボール大会」の第31回大会を開催し、松江市内より15
チーム総勢201名の皆さまにご参加頂きました。また、「島
根銀行杯松江レディース卓球大会」については、11月に第19
回大会を開催する予定としております。 
　そのほか、山陰各地でのスポーツ大会等への後援、協賛、ボ
ランティア参加等を行っております。 

　地域企業の皆さまの販路拡大等のニーズに的確にお応えする
サービスとして、平成16年4月に、「しまぎんビジネス情報
仲介制度」を創設し、これまで、このスキームを活用した「ISO
（国際標準化機構）認証取得サ
ービス」や「Ｐマーク（プライ
バシーマーク）認定取得支援サ
ービス」などを提供しております。 
　今年9月からは、「Yahoo！
JAPAN」との業務提携により、
当行が、インターネットショッ
ピング業界大手である同社の提
供するサービスを紹介し、地域
企業の皆さまのネット販売によ
る販路拡大を支援するサービス
を開始しております。 



（平成19年11月 発行） 

お問合せ先：人事財務グループ 
　　　　　　松江市東本町2-35 〒690-0842 
　　　　　　TEL.0852-24-1234（代表） 
　　　　　　URL.http://www.shimagin.co.jp

本誌の作成にあたっては、環境にやさしい大豆インクと古紙配合率100％再生紙を使用しております。 

本ミニ・ディスクロージャー誌は、しまぎんの主要な経営情報を
タイムリーに、また、分かりやすくお伝えすることを目的として作
成しております。 
今後も地域の皆さまに、積極的な経営内容の情報開示をおこなっ
てまいります。 
なお、本誌記載の情報は当行ホームページに掲載しております。 

※資料中、平成19年9月期の計数につきましては、速報ベース
の数値であり、今後、監査法人による監査等を踏まえ確定する
こととなります。速報ベースの数値に変更があった場合は当
行ホームページに掲載いたします。確定しました数値につい
ては、平成19年11月に予定しております当行決算発表時に
お知らせする予定です。 

■島根県（25ヵ店） 

◎松江市（10ヵ店） 

　本店営業部 TEL（0852）24-4000 

　松江駅前支店 TEL（0852）24-1351 

　南　支　店 TEL（0852）24-1251 

　学園通支店 TEL（0852）21-2120 

　北　支　店 TEL（0852）24-1451 

　津 田 支 店 TEL（0852）24-1551 

　松江卸団地支店 TEL（0852）24-1651 

　山 代 支 店 TEL（0852）24-1751 

　黒 田 支 店 TEL（0852）23-7777 

　上乃木支店 TEL（0852）22-7755 

◎隠岐郡（1ヵ店） 

　西 郷 支 店 TEL（08512）2-1224 

◎安来市（1ヵ店） 

　安 来 支 店 TEL（0854）22-3535 

◎出雲市（5ヵ店） 

　出 雲 支 店 TEL（0853）30-6611 

　出雲東支店 TEL（0853）22-5260 

　出雲中央支店 TEL（0853）23-6262 

　大 社 支 店 TEL（0853）53-2142 

　平 田 支 店 TEL（0853）62-2314 

◎雲南市（2ヵ店） 

　大 東 支 店  TEL（0854）43-2621 

　雲 南 支 店  TEL（0854）45-5557 

◎簸川郡（1ヵ店） 

　斐 川 支 店 TEL（0853）72-5200 

 

●しまぎんFAセンター　TEL（0852）24-1564

◎大田市（1ヵ店） 

　大 田 支 店 TEL（0854）82-0395 

◎江津市（1ヵ店） 

　江 津 支 店 TEL（0855）52-2626 

◎浜田市（1ヵ店） 

　浜 田 支 店 TEL（0855）22-0276 

◎益田市（2ヵ店） 

　益 田 支 店 TEL（0856）22-2222 

　益田北支店 TEL（0856）23-4455 

 

■鳥取県（9ヵ店） 

◎米子市（4ヵ店） 

　米 子 支 店 TEL（0859）34-3131 

　角盤町支店 TEL（0859）32-5121 

　米子駅前支店 TEL（0859）33-5221 

　米子東支店 TEL（0859）22-7370 

◎境港市（1ヵ店） 

　境　支　店 TEL（0859）42-3761 

◎日野郡（1ヵ店） 

　根 雨 支 店 TEL（0859）72-0371 

◎倉吉市（1ヵ店） 

　倉 吉 支 店 TEL（0858）22-4158 

◎鳥取市（2ヵ店） 

　鳥 取 支 店 TEL（0857）22-3118 

　鳥取駅南支店 TEL（0857）24-8141

〔しまぎん店舗のご案内〕 


